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平
成
十
二
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七
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十
一
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内
閣
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大
臣
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喜
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衆

議

院

議

長

綿

貫

民

輔

殿

衆
議
院
議
員
石
井
紘
基
君
提
出
徳
山
ダ
ム
に
よ
る
発
電
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
二
年
七
月
十
一
日
受
領

答

弁

第

七

号



衆
議
院
議
員
石
井
紘
基
君
提
出
徳
山
ダ
ム
に
よ
る
発
電
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

電
源
開
発
株
式
会
社
（
以
下
「
電
発
」
と
い
う
。
）
の
平
成
十
一
年
度
の
供
給
計
画
に
よ
れ
ば
、
徳
山
発
電
所
の
工
事
費

（
徳
山
ダ
ム
建
設
費
の
電
発
の
負
担
分
を
含
む
。
）
の
概
算
額
は
千
百
九
十
六
億
八
千
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
中
部

電
力
株
式
会
社
（
以
下
「
中
電
」
と
い
う
。
）
の
同
年
度
の
供
給
計
画
に
よ
れ
ば
、
杉
原
発
電
所
の
工
事
費
（
杉
原
ダ
ム
建

設
費
を
含
む
。
）
の
概
算
額
は
三
百
五
十
五
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
合
計
千
五
百
五
十
一
億
八
千
万
円
と
な
る
。

徳
山
発
電
所
及
び
杉
原
発
電
所
の
工
事
費
の
概
算
額
を
両
発
電
所
の
出
力
で
除
す
る
と
、
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
約
三
十
五

万
円
と
な
る
。

全
国
の
発
電
方
式
別
の
電
源
開
発
単
価
の
実
績
及
び
現
状
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
一
年
十
二
月
十
六
日
の
第
七
十
回
総
合

エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
原
子
力
部
会
に
提
出
し
た
「
原
子
力
発
電
の
経
済
性
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
資
料
の
基
と
な
っ
た
実
際

の
発
電
所
の
建
設
費
用
を
基
に
計
算
す
る
と
、
い
ず
れ
も
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
、
自
流
式
の
一
般
水
力
に
あ
っ
て
は
七
十
五

万
七
千
円
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
に
あ
っ
て
は
二
十
万
三
千
円
、
石
油
火
力
に
あ
っ
て
は
二
十
八
万
四
千
円
、
石
炭
火
力
に
あ
っ
て

は
三
十
万
三
千
円
、
原
子
力
に
あ
っ
て
は
二
十
九
万
千
円
で
あ
り
、
ま
た
、
平
成
十
二
年
一
月
二
十
七
日
の
第
二
回
総
合
エ

一



ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会
に
提
出
し
た
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
潜
在
性
と
経
済
性
」
と
題
す
る
資
料
に
よ
れ
ば
、

い
ず
れ
も
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
、
住
宅
用
の
太
陽
光
に
あ
っ
て
は
九
十
五
万
円
、
公
共
施
設
等
用
の
太
陽
光
に
あ
っ
て
は
百

十
万
円
、
自
家
消
費
用
の
風
力
に
あ
っ
て
は
二
十
五
万
円
、
売
電
事
業
用
の
風
力
に
あ
っ
て
は
二
十
二
万
円
、
廃
棄
物
に

あ
っ
て
は
三
十
万
円
、
天
然
ガ
ス
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
っ
て
は
三
十
万
円
、
リ
ン
酸
型
の
燃
料
電
池
に
あ
っ
て
は
七

十
五
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
地
熱
、
リ
ン
酸
型
以
外
の
燃
料
電
池
並
び
に
揚
水
式
及
び
混
合
揚
水
式
の
水
力
に
つ
い

て
は
、
調
査
し
た
限
り
で
は
現
に
資
料
が
存
在
し
な
い
。

二
の
�
に
つ
い
て

現
在
建
設
中
の
純
揚
水
式
発
電
所
の
平
均
建
設
単
価
は
、
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
二
十
万
円
程
度
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
徳

山
発
電
所
は
混
合
揚
水
式
で
あ
り
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
徳
山
発
電
所
の
電
源
開
発
単
価
と
、
純
揚
水
式
発
電
所
の
電
源

開
発
単
価
を
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
徳
山
発
電
所
及
び
杉
原
発
電
所
の
両
発
電
所
は
、
中
電
に
よ
る
平
成
二
十
年
度
以
降
の
電
力
の
供
給
に
必
要
な
も

の
で
あ
り
、
両
発
電
所
を
建
設
す
る
意
義
は
十
分
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

二



中
電
を
含
め
、
各
電
力
会
社
が
い
か
な
る
電
源
を
選
択
す
る
か
は
、
当
該
会
社
の
経
営
判
断
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
政
府

と
し
て
答
弁
す
る
立
場
に
な
い
が
、
一
般
に
、
各
電
力
会
社
は
、
電
源
の
選
択
を
行
う
に
際
し
て
は
、
経
済
性
だ
け
で
な

く
、
運
転
特
性
、
環
境
特
性
、
供
給
安
定
性
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
判
断
し
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

世
界
自
然
保
護
基
金
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
標
準
的
な
石
炭
火
力
発
電
所
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
当

た
り
千
グ
ラ
ム
程
度
で
あ
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
に
比
べ
、
水
力
発
電
に
つ
い
て
は
、
風
力
発
電
と
同
様
に
、
火
力
発
電
と
比
較

し
て
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
少
な
い
ク
リ
ー
ン
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
環
境
保
全
に
配
慮
し
つ
つ
開

発
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
徳
山
発
電
所
及
び
杉
原
発
電
所
に
つ
い
て
も
、
環
境
保
全
に
配
慮
し
つ
つ
、
そ
の
建
設

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

な
お
、
徳
山
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
建
設
事
業
を
実
施
す
る
水
資
源
開
発
公
団
（
以
下
「
公
団
」
と
い
う
。
）
が
平
成
十
一

年
十
二
月
に
公
開
し
た
「
徳
山
ダ
ム
ワ
シ
タ
カ
類
に
関
す
る
資
料
」
と
題
す
る
資
料
に
よ
れ
ば
、
イ
ヌ
ワ
シ
及
び
ク
マ
タ
カ

の
行
動
圏
に
は
、
徳
山
ダ
ム
の
建
設
事
業
に
係
る
ダ
ム
湖
、
た
ん
水
域
、
道
路
等
と
し
て
地
形
が
改
変
さ
れ
る
区
域
が
含
ま

れ
る
が
、
公
団
に
お
い
て
は
、
徳
山
ダ
ム
環
境
保
全
対
策
委
員
会
を
設
立
し
、
同
委
員
会
を
中
心
に
専
門
家
の
指
導
及
び
助

三



言
を
得
な
が
ら
、
環
境
保
全
対
策
等
に
万
全
を
期
し
て
徳
山
ダ
ム
の
建
設
工
事
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
承
知
し

て
お
り
、
今
後
と
も
環
境
保
護
に
つ
い
て
適
切
な
対
応
が
図
ら
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

四
の
�
に
つ
い
て

徳
山
発
電
所
で
発
電
さ
れ
る
電
力
は
全
量
中
電
に
供
給
さ
れ
る
と
い
う
電
発
と
中
電
と
の
間
の
基
本
的
な
契
約
の
下
で
、

徳
山
発
電
所
及
び
杉
原
発
電
所
の
建
設
事
業
が
進
め
ら
れ
て
き
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
が
、
供
給
さ
れ
る
電
力
の
料
金
に

つ
い
て
は
明
確
に
は
定
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
損
害
賠
償
の
範
囲
等
に
つ
い
て
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
と
承
知
し
て
い

る
。

四
の
�
か
ら
�
ま
で
に
つ
い
て

お
尋
ね
は
、
仮
定
の
問
題
で
あ
り
、
ま
た
、
個
別
の
電
力
会
社
の
経
営
判
断
に
か
か
わ
る
事
柄
で
あ
る
の
で
、
答
弁
を
差

し
控
え
た
い
。

な
お
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
に
お
い
て
は
、
徳
山
発
電
所
及
び
杉
原
発
電
所
の
事
業
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
注
視
し
て

ま
い
り
た
い
。

四
の
�
に
つ
い
て

四



徳
山
発
電
所
の
建
設
事
業
へ
の
電
発
の
参
加
は
、
電
発
の
経
営
判
断
に
基
づ
き
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
事
業
へ
の
参

加
が
経
営
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
電
発
に
お
い
て
最
善
の
努
力
が
な
さ
れ
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

五


